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(1)コ ハ ク酸 々化 酵素 系 に及ぼ すvr

Antimycin A の影響

中川 博 ・福丸稔一 ・国田信治

大阪大学 微生物病研究所 化学療法研究部

LEBEN,KEITT等 が 放 線 菌 の1株 よ り分 離 したAn-

timycinAは,宿 主 に対 す る毒 性 の高 い抗 生 物 質 で あ る 、

が,チ トク ロ ー ム系 の 特 異 的 阻 害 剤 と し して 興 味 あ る物

質 で あ る｡原 田等 もAntimycinAと 同 一 と考 え られ る

抗 生 物 質 を分 離 した の で,わ れ わ れ は,そ の 分 与 を 受 け

て,そ の 留バ ク酸 々化 酵 素 系 に 対 す る作 用 を検 討 した｡

豚 心筋 よ りKEILIN,HARTREE法 に よ り精 製 した コハ

ク酸 々 化酵 素 系 に 対 す る 作 用 は3～4mcg/ccで 強 い 阻

・害 が み とめ られ,10mcg/ccで95%以 上 の 強 い 阻 害 を

示 した｡ヒ ドロ キ ノ ンを基 質 と して チ トクPt一 ムC酸 化

{酵素 に対 す る作 用 を検 討 した が,10mcg/ccで も阻害 を

受 け ない｡コ ハ ク酸 々化 酵 素 系 に メチ レン青 を 添 加 す る

と,AntimycinAに よ る 阻 害 の 回 復 を 認 め る｡但 し メ

チ レ ン青 の添 加 は02吸 収 の 絶 対 値 に は 変 りな く,た だ

・そ の 速 度 の促 進 的 効 果 を もつ もの と見 られ る｡

以 上 の実 験 結 果 よ・り,実 験 に 使 用 したAntimycinA

もチ トク ロー ムbか らcに 至 る 過程 に 対 し阻害 作 用 を

示 す もの と思 わ れ るが,更 にAntimycinAの 高濃 度 の

場 合,脱 水 素 酵 素 或 は チ トクPt一 ムbに も 多 少 の 阻 害

効 果 を もつ もの と思 わ れ る｡而 して 原 田 氏 等 の 分 離 した

.AntimycinAもLEBEN｡KEITTの 報告 したAntimy｡

・cinAと 同 一 の もの で あ る こ とが 酵 素学 的 に も推 定 出 来

.た｡

は賛否両論あり一定していないので,こ の点を解明せん

として次の実験を行つた｡

工.試 験管内実験

(a)倍 数稀釈でペニシリン溶液ρ系列を作 り健常家免

の血液と混和凝固時間を測定した｡又(b)熱 破壊ぺ=シ

リンにつき同様の実験をした｡そ の結果(a)6,000u/cc

以上 の高濃度では明かに凝固時間は延長し,50,000u/cc

以上では血液凝固は起 らず溶血が見られた｡(b)熱 破壊

ぺ晶シリンではその影響はかなり少いが,や はり相当強

い凝固時間の延長が認め られた｡

五｡生 体内実験

(A)全 身投与群2kg内 外の建常家免に20万 ～

150万 単位ゐぺニシリソを静注,数 分后採血 し,そ の凝

固時間を測定したが,注 射前のそれと殆んど差異を認め

なかつた｡

(B)局 所投与群:健 常家免の皮下小静豚を露出周

囲より剥離し,1カ 所で切離,直 ちに生理的食塩水を滴

下して止血する迄の時間を測定,対 照とする｡そ の対照

部位で同様にして小静豚を切離,既 知濃度のペニシリン

溶液を滴下,止 血する迄の時間を測定した｡そ の 結 果

25,000u/cc以 上 の高濃度のペニシリン溶液では著明に

出血時間が延長する｡

以上の成績から,(1)6,000u/cc以 上 の高濃度のぺ;

シリンは明かに血液凝固を阻害する｡(2)局 所 に25,000

u小cc以 上 の高濃度のぺsシ リンを作用させると,その部

の出血時間は延長する｡(3)実 質性の出血がある場合,

その局所に大量の高濃度ペニシリンが作用すれぽ大量出

血の危険も予想 されるから注意を要すると云えよう｡

 (  3  ) Albamycin (Streptonivicin)
(2)ペ ニシ リンの出血に及ぼす影

響について

中 原 健 三

大阪大学医学部第1外 科

胸部手術,特 に肋膜外気胸術后腔内出血がかなり長 く

.持続するものがあるので,腔 内に注入された高濃度のペ

ニシリンがその部の止血に悪影響を与えるか否かを検査

した｡之 に関しては,1947年FLEMING&FISHが 口

.腔内手術時大量のペニシリンを使用した為,後 出血の増

.加を見たと発表して以来血液凝固に,及ぼす影響について

に 関す る研 究

中塚正行・ 荒谷春恵 ・岡村義久

大下浩二｡中 林和夫

広島大学医学部薬理学教室

Albamycin(Ab)の 抗 菌作用,耐 性及び薬理作用を窺

い,次 の如き成績を得た｡

1.抗 菌作用:黄 色葡萄球菌(黄 葡菌)及 び大腸菌

に対する50%発 育阻止濃度は,何 れも酸性側(pH6.0)に

於てO.03～O.015thcg/cc,及 び60～30mcg/ccで アルカ

リ側(pH8.0)で は0.5mcg/cc及 び200～125mcg小cc
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で ・pH6・0に 於 て抗 菌 作 用 は 最 も大 で あ る｡次 に4～

100℃ に 於 け る力 価 の安 定 性 は4～37｡Cで は きわ め て

安 定 で,50℃ で は や や 力 価 は 低 下 の傾 向 を,又80～100

｡Cで は 約50%低 下 す る
｡局 作 用 型 式 は黄 葡 菌 に は 静

菌 及 び殺 菌 的,大 腸 菌 に は 静 菌 的 に 作 用 す る｡

皿 ・耐 性 獲 得 並 に 復 帰:黄 葡 菌 の耐 性 獲 得 は1～6

代 の 間 は緩 除 で あ り,爾 的 階 段 的 に 増 加 し,20mcg/cc

耐 性 株 を 得 た｡大 腸 菌 では 階 段的 に 増 加 し,1,000rncg/

cc耐 性 株 を 得 た｡か か る耐 性 株 の感 性 復 帰 は10代 では

全 く認 め られ な い｡次 に 他 の抗 生 物 質 との 交叉 耐 性 ほ,

Penicillin,Streptomycin,及 びChloramphen .ico1と

の 間 に は 全 く認 め られ な い が,Chlortetracycline ,Oxy-

tetracycline及 びErythr◎mycinと の 間 は 程 度 乍 ら交

叉 耐 性 が 認 め られ る｡

皿.薬 理 作 用

a・1回 適 用 の場 合:家 兎血 圧 に 対 し20mg/kg

で は 影 響 を 与 え ない が,50mglkgで は 軽 度 乍 ら下 降 す

る｡家 兎耳 殻 及 び ガv後 肢 血 管 に 対 し10""6～10-sで は

変 化 な く,11-4～10-3で は 明 らか に 拡 張 す る｡摘 出蛙

心臓 に 対 し10-sで は 殆 ど変 化 な く,10-7～10-3で は 抑 制

す うe摘 出家 兎 腸 管 に対 し,10-7で は 変 化 な く,10-6～

10-sで は 運 動 を 促 進 し,10-4～10-3で は 明 らか に抑 制

す る｡蛙 腸 間 膜 血 管 透 過 性 に 対 し,10mcgで や や充 ま

る他 は 殆 ど変 化 を 与 え な い｡以 上 の如 くAb少 量 及 び

中 等 量 で は概 して著 明 な 作 用 を み とめ な い か,も し くは

軽 度乍 らCholinergicな 作 用 を 示 し,他 方 大 土量 では 筋

肉 自体 に麻 痺 的 に 作 用 す る もの と思 考 され る｡

b.長 期 適 用 の場 合:.Ab10mg/kg/1日 一一30日 間

連 続 適 用 時,体 重 の 増 減 は 殆 ど認 め られ まい 切 そ の 際 の

自律 神 経 毒 感 受 性 は10日 間 連 続 投 与 例 では 殆 ど変 化 な

く,20日 間 連 続 投 与 例 ではAcetylcholin(Ach)感 受 性

は や や充 ま り,30日 間 連 続 投 与 例 で はAdrenalin感 受

性 は 明 らか に 低 下 し,Ach感 受 性 は 明 らか に充 まつ て

い る｡

しか し 乍 らPilocarpin感 受 性 には 変 化 は な いe一か か

る 自律 神 経 系 の不 均 衡 の 出現 は きわ め て興 味 深 い点 で あ

り,そ の原 因 解 明 の 度,臼 下Adrenalin及 びAchを

中 心 と した 酵 素 系 に 及 ぼ す 影 響 を検 討 中 で あ る｡

(4)'結 核 に対す る Antibiotics

とくに放線状菌の1新 種の産

生するAntibioticに つ いて

今村荒男｡堀 三津夫 ・中沢鴻 一

柴 田元雄 ・立 岡末雄 ・三宅 彰

大阪結核研究会

の研究

財 団 法 人 大 阪 結 核 研 究 会 は結 核 化 学 療 法 の研 究 を主 目

的 と し て設 立 され ジ 今 村 研 究 委 員 長 を 中 心 と し て阪 大 微

研 竹 尾 結 核 研 究 部 堀 研 究 室,財 団 法 人醗 酵 研 究 所 及 び武

田薬 工 研 究所 の3研 究 機 関 が 協 同研 究 を 実 施 し,1950年

来 結 核 に 対 す るAntibiotics探 索 に研 究 焦 点 を 集 中 して

研 究 を 続 け て い るが,最 近 興 味 あ る成 果 を え た の で,こ

こに 今 日 ま で のAntibioticsの 研 究 の大 要 を 報 告 す る｡

1.研 究 方 法 の大 要

(1)第1次Screening:放 線 状 菌 の培 養濾 液(50

倍 稀 釈)の 人 型 結 核 菌 に対 す る増 殖抑 制 作 用 の 検 索

(invitro)｡

(2)第2次Screening:第1次Screeningに よ

つ てpickupさ れ た 放 線 状 菌 の 培 養濾 液 か ら抗 菌 性

物質 を粗 粉 末 と して と りだ し,こ のSampleに つ い て

人 型 結 核 菌 に対 す る抗 菌 力 の検 索(invitro)｡

(3)第3次Screening:第2次Screeningで5

～10万 倍 稀 釈 以 上 で人 型 菌 の増 殖 を抑 制 したSample

'につ い て
,マ ウス の 実 験 的 結 核 に 対 す る治 療 効果 の 検

討｡

(4)モ ル モ ツ トの 実 験 的結 核 に 対 す る 治 療 効 果 の

検討:第3次Screeningの 成 績 を考 慮 し,数 種 の

Sampleに つ い て モ ル モ ツ トの 実 験 的 結 核 に対 す る 治

療 効 果 の検 討｡

ll.研 究 成 績

(1)・ 第1次Screeningに 際 してTestorganism

と して 人型 結 核 菌 と鳥型 結 核 菌 の い ず れ を 用 い るか を

あ らか じめ検 討 した 結 果,放 線 状 菌 の 培 養 濾 液 の人 型

或 は 鳥 型結 核 菌 に 対 す る 増 殖抑 制 作 用 は 必 ず しも平 行

しな い こ とが 鞠 明 した の で,第1次Screeningに 際

して は 人 型 菌 を 用 い る こ とに した｡

(2)第1次Screening:約6,900株 の放 線 状 菌

の 培 養 濾 液 に つ い て 検 索 し,490株 の放 線 状 菌 をpick

upし た｡

(3)第2次Screening;89種 のSampleに つ い て

実 験 し,100万 倍 以 上 の稀 釈 で 人 型 菌 の増 殖 を抑 制 す

る も の14を え た｡

(4)第3次Screening:61種 のSampleに｡つ い

て 実 験 した 結 果,効 果 を示 し た も の はAntibiotic.

23572の み で あ る｡

(5)6種 のSampleの モ ル モ ツ トの 実 験 的 結 核 にc

対 す る効 果 を検 した の に,Antibiotic23572の み が 効

果 を示 した｡

(6)Antibiotic23572に つ い て:Antibiotic23572

は わ れわ れ がStreptomyeeShumidusと 名 付 け たSt｡

dygroscoPicus属 に 属 す る 新 種 に よつ て 産 生 さ れ ぞ

Antibiotic23572の 物理 化 学 的 性 質 はDihydro-st一
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reptomycih(DHSM)の それ に よ く一一twし,結 核 菌 に 対

す る抗 菌 作 用(in　 vitrO及 びin　 vive)もDHSMと 同様

で あ るの で,Antibiotics　 23572はDHSMで あ る と判

断 され る｡

　 今 日,Streptomycinを 化 学 的 に 還元 し てえ られ てい

るDHSMを 直 接 産 生 す る放 線 状 菌 の1新 種 を発 見 した

こ とは意 義 あ る こ と と考 え る｡

　 (5)放 線 菌5915の 産 生 す る 抗 生 物

　 　 　 　 　 質 に つ い て

　 　 　 　 　 　 　 油 谷 巖 ・須 貝 哲 郎

　 　 　 　 　 大 阪 市 立 大 学 医 学 部 生 化 学 教室

　 放 線 菌5915株 は そ の 培 養濾 液 中 に た だ1種 の抗 生 物

質 を産 生 す る｡本 物 質 は 広 くグ ラ ム陽 性 菌,グ ラ ム陰 性

菌 及 び抗 酸 性 菌 に 対 して 有 効 で,そ の 物 理 化学 的 諸性 状

か らcycloserine,又 は そ れ に 極 め て 類似 した 抗 生 物 質

で あ ろ う と推 定 され るが,本 産 生 株 は 従 来cycl◎serine

産 生 株 と して 報 告 され て い るStr.　 erchidaceus,　 StPt｡

garyPhalus,　 Str.　lavendalae及 びStr.　 K-300株 と異

る よ うに 思 わ れ,又 今 まで の 記 載 菌種 に 該 当 す る もの を

見 出 しえ ない の で,之 を 新 菌 種 と 考 え,Streptomyces

naqasaleiensis,　 nov.　 SP.(油 谷 株)と 命 名 した い｡

　 本 株 はspiralもwhir1も 形 成 せ ず,球 状 ～ 卵 円形

の胞 子 を 生 じ,合 成 培 地 上 で桃 色 調 の 厚 い綿 毛 様 気菌 糸

を 形 成 し,こ は く黄 色 の 水 溶性 色 素 を 産 生す る 非 ク ロ モ

ゲ ン型 の 株 で あ る｡　 各 種 培地 の培 養 諸 性 状 を観 察 し,

PRIDHAM培 地 に種 々 の炭 素 源 を加 え て,そ の利 用 性 を

検討 した｡

　 本 抗 生 物 質 の 生 物学 的 定量 法,培 養 条件 の検 討,単 離

精 製 法 に つ い て述 べ,精 製 試 料 に つい て種 々 の物 理 化 学

的 並 び に 生 物学 的 性 状 の成 績 を報 告 し,cycloserineの

文献 に 示 され る成 績 と比 較 した｡

　 本 物 質 は等 電 点pH　 7.1～7.2の 両 性 物 質 と思 わ れ,親

水 性 で メタ ノー ル を除 く一 般 有 機 溶 媒 に 不 溶 で あ る｡

活 性 炭,ア ル ミナ等 の吸 着 剤 に 水 溶 液 か ら吸 着 され ず,

強陽 イ オ ン及 び強 陰 イ オ ン交 換 樹 脂 に 定 量 的 に 吸 着 され

る｡濾 紙 ク ロマ トグ ラ フ ィに お け るRf値 は水 で0｡91,

エタ ノ ー ル:水(1:1)系 で0.66,80%エ タ ノ ール 水

でO.　45,水 飽 和n--BuOH:氷 酷(3:1)系 でO.42,　 t一

ブ タ ノ ール:氷 酷:水(74:3:25)系 で0.35を 示 し,

ニ ン ヒ ド リン発 色 斑 は 樫 黄 色を 呈 す る｡呈 色 反 応 はbiu｡

ret陰 性,　ninhydrin陽 性,　FeC13陽 性 で榿 赤 色 を 呈 す

る｡本 粉 末 を 酸 分 解 した 液 に つ い て,濾 紙 ク 冒マ トグ ラ

フ ィを 行 い,セ リ ンに一 致 す る1個 の ニ ン ヒ ドリ ン陽 性

斑を認めた｡文 この粉末(35u/mg)の マ ウスに対する毒

性は腹腔内注射で,約19/kgで5匹 中1匹 の即日死亡

をみた｡

　 (6)　 イ ソ ニ コ チ ン 酸 ヒ ド ラ ジ ッ.ド 及

　 　 　 　 　 び そ の 誘 導 体 に よ る 結 核 発 病 防

　 　 　 　 　 止 並 に 治 療 に 関 す る 実 験 的 研 究

　 　 　 　 内 田 　 誉｡.三 木 勝 治 ・奥 田 良 雄

　 　 　 　 　 　 　 国 立療 養所 刀 根 山 病 院

　 INAHは,結 核 の 治療 の み な らず,初 感 染 時 の発 病 阻

止 の 目的 に も用 い られ よ う と して居 り,種 々 な誘 導 体 の

形 で 用 い よ う とす る 傾 向が 見 られ る｡し か し使 用 に あた

つ て,INAH自 体 で さえ も,投 与 量,投 与 法,投 与 期 間

等 に つ い て 確 た る 基 準 が 示 され て い る とは 言 い難 い｡我

我 は,誘 導 体 の抗 結 核 作 用 の比 較 や 使 用 時 の基 礎 的 基 準

を 得 るた め,マ ウス を 用 い て 種 々の 実験 を 行 つ て居 る の

で そ の 成績 を 報告 す る｡

　 実 験 方法 ぽ 次 の 通 りで あ る｡即 ち,体 重15～209の

純 系 マ ウスNA　 2に,人 型 結 核 菌H37Rv又 はH2株 の

凍結 乾燥 菌0、1mgを 尾 静脈 よ り感 染 せ しめ,翌 日よ り

ゾ ンデ を 以 つ て 処定 の薬 剤 を 胃 内 に投 与 し,一 定 期 間 後

屠 殺 し,肺 並 に脾 を 摘 出,ホ モ ジ ナ イ ズ し,NoOH水4

%の 割 で前 処理 の上,3%小 川氏 培 地 に 定 土量培 養 し,同

量 の臓 器 中 よ り発 育 した 結 核 菌 の集 落 数 に よつ て薬 剤 の

効 果 を判 定 した｡

　 そ の結 果,(1)INAHは,同 一 量 で は 週2回 投 与 よ り

毎 日投 与 の方 が 明か に 成 績 が よい｡(2)投 薬 中 止 後,再

び 菌 が 増 加 しない ま で治 療 す る為 に は,マ ウ ス の実 験 的

結 核 症 に 於 て も,少 くと も6週 以上,毎 日5mg/kg投 与

の 必 要 が あ る｡(3)Glucurenolactone　 isonicotiny1　 hyd-

razone,　 Sedium　 glucuronate　 is◎nicotinyl　 hydrazone

[1],Is◎nicetinyl　 hydrazide　 methansulfonate[珊 及

びlsonicotinyl　 hyd　razinopyruvic　 acidのNa又 は

Ca塩 等 は い つ れ も多 少 の 差 は あ るが,　INAHに 近 い 抗

結 核 菌 作 用 を 示 す｡(4)INAHと7-Pyridin　 aldehyd

thiosemicarbazoneの1:4の 混 合 物 で あ るTebafen

の 抗 結 核 菌 作 用 もINAHと 大 差 が ないn(5)以 上 の 薬

剤 並 に,多 くのINAHのBenzald1ehyd誘 導 体 は,い

つ れ も初 感 染 結 核 の 発 病 防 止 に 用 い て 効 あ りと考 え られ

る｡　 (6)Pyrazinamide又 はSulfisoxazoleとINAH

との 併 用 効 果 は,こ の 実 験 方 法 で は 認 め られ な い｡　 (7)

[1〕,[II]等 は 毒 性 少 く大 量 投 与 が 可能 で あ る が,　INAH

同 様,治 効 の 限 界 が あ る ら し く,一 定 量 以 上 は 効 果 が 認

め られ な い｡
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(8)抗 結核剤の

ning test

 "  in  vivo"  scree-

と して 人型結核菌 ・

黒野株に よるマ ウスの実験的結

核戚染 に関す る基礎的研究

西村治雄 ・中島 清

塩野義製薬研究所

北研 ・水之江博士が分離 した人型結核菌 ・黒野株は全

博士の報告の如くマウスに対して強毒な菌株であり,全

時に私等が``invivo"screeningtestと して定めた標

準接種菌量0｡5mgpermouse(15～179)静 注は昭和

28年10月 か ら本年迄の過去3年 半有余の13回 の実験結

果から非常に安定な,均 一 した毒力を有することを認め

た｡即 ち,こ の接種菌量は14日 目頃から発死 し,20H

目には死亡率100%と な り,そのTDsoは 総 て15～16

日を示した6更 に又,毒 力保持の為めには時折マウス体

内を通過 し,こ れを小川培地に2週 間培養后氷室に保存

するだけで十分その目的を達 し,実 験動物としてもdd

系 とNA2系 マ ウスいずれもその感受性は特別な差異を

認めなかつた｡こ の点でも非常に便利な菌株である｡

私等は以上の基礎実験にもとついて夢各種の抗結核剤

によるこの黒野株感染マウス実験的結核症に対する影響

を検討 し,その成果から次の方法を抗結核剤の``invivo"

screeningtestの1つ の標準法とした｡

即ち,黒 野株のグリセリン・ブイヨン表面培養3週 間

培養菌苔の湿潤量0.5mgをpermouse(15～179)に

静注し,そ の翌 日か ら薬剤を体重に比例し投与し,対 照

のTD50(50%死 亡 日)迄 投与な行い,35日 間 を以て観

察を打ち切 り,その効果判定 としては生存率,TDso及 び

その得点(処 置群のTDseか ら対照群のTDsoを 差引い

た日数)並 に肺の肉眼的剖検所見の程度等の3点 を総合

判定として有効量を定めた｡

(9)抗 結核剤 TBI の妊娠母体並

びに胎児に及ぼす影響に 関す

る基礎的並びに臨床的研究'

腿 罧速 刀く一奥山通雄i

大阪市立大学医学部産婦入科学教室

基礎実験 として,妊 娠動物(ラ ッテ)にTB監 を投与し,

母児両者各臓器の形態学的及び組織学的所児並びにコハ

ク酸脱水素酵素(以 下SDHと 略す)の 活性度稚移を検

索し・以て本剤の妊孕母獣及び胎仔に及ぼす影響を検討

した｡臨 床実験 としては,妊 娠母体にTB,を 投与 し,
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母体のTBi吸 収排泄状況と胎児への移行,並 びに胎児

各臓器内分布をしらべ,又 妊娠母体(妊 娠各月,産 褥)

にTB1を 投与 し,母 児に及ぼす副作用に就いて観察 を

行い,投 与量の問題に就いて検討を加えた｡

結論 として・(1)基 礎実験ではTB1(2mglkg)の 普

通投与量の範囲内では,母 体諸臓器には形態学的並びに

組織学的に著明な異常は認められなかつたが,他 方胎仔

に於いては,TB糞 投与量の培加に応じて胎仔の(死 亡)

吸収を促進する如 く,妊 娠継続率の悪化が認められ,更

に組織学的には普通投与量の範囲内に於いても,肝,腎 に

於いては他の臓器に比 し悪影響を思わせる所見がみられ

た｡SDHの 活性度に関 しては,母 体に於いては普通投与

量のTBiは 腎の該活性度に対しやや刺戟的に働 く以外

は特に強い抑制は認められなかつたが,他 方胎仔に於い

てはTB1の 普通投与量の範囲内に於いてす ら肝・のSDH

活性度に対 して抑制的に働く所見が認められ,斯 かる結

果か ら本剤は普通投与量に於いても胎児に対してよい影

響は与えない と云い得る｡

(2)臨 床実験では,妊 娠母体のTBlの 吸収排泄状況は

非妊娠時 と著明な差はみられなかつたが,他 方胎児へは

騰帯を経て速かに相当量が移行し,肝 に特に多量証明さ

れた｡本 剤投与時の母体に於いては著しい副作用は認め

られなかつたが,胎 児には軽度の発育障碍(悪 影響)が

認められ,基 礎実験 と考えあわせて,妊 娠中の本剤使用

には充分の注意を要するものと思われた｡上 記実験の結

果・妊娠母体に投与するTB1は2mg/kg以 下が望まし

いと考えられる｡

(10)Backgroundを 一 定 に した 治 療

群 に対 す る結 核 各 種 化 学 療 法 の

治 療 効 果 の 比 較 検 討(第1報)

短 期 治 療 成 績

中院 孝円 ・阪本彩児 ・生駒純一郎

河 本 和 ・佐藤三郎 ・安 井 雅 典

神 弘久 ・本 山新三 ・小 武 敏 郎

神戸医科大学第一内科学教室

吾々は現在実施されつつある肺結核の各種併用化学療

法の治効について,そ の特長及び優劣を確める目的を以

て,最 近数年間に実施した長期化学療法の治療効果を再

棟討Uた ので,今 回は治療開始4ヵ 月及び6カ 月の初期

の成緕に就いて報告する｡

今回比較検討する治療法は,次 の5種 である｡

1・INAHO・2～0.39又 はIsonicotinoylhydrazino

pyruvicacid(==IP)1.5～2.09連 日投与群=Id

2・INAHO.29十PZA1.09連 日投与群二1十PZA

3

4

5

SM1回19週2回 十IP1｡09連 日投与 群:Sild

SM1回lg週2回 十INAHO.29週2回 十PAS

109連 日投 与群=Silip

SM1回19週2回 十PAS109連 日投 与 群=SiP

比 較 検討 を 行 う為 に はBackgroundを 一定 に す る必

要 が あ るの で,次 の 条 件 に 従 つ て症 例 を選 出 した｡(a)

化 学療 法 の 初 回 治療 で あ る事,(b)年 令18～42才,(c)

VI型 叉 はVIIgeの 病 変 を 有 す る もの で,(d)各 群 に 於

け るrv型 とVIr型 の症 例 数 の比 率 は3:1と す る｡こ

の様 な 条 件 に 基 い て選 出 した 各 群 症 例 数 は4カ 月 間 観 察

せ る もの はId・=20例,1十PZA=35例,Sild=17例,

SinP=22例,SiP・=37例,計131例 で あ り,6カ 月 間

観 察 せ る もの はId=15例,Sild=14例,SiliPr20例,

Sip=・32例,計81例 で あ る｡

治療 効 果 の 判 定 は 厚 生 省療 研 の 規 準 に 従 つ て,治 療 開

始 後4カ 月 及 び6カ 月 目に 判 定 した が,そ の 結 果 は 大 要

次 の 如 くで あ る｡

1

2

3

1十PZA群 及びSild群 は,4カ 月治療で他群に比

し好転率が高く,而 も効果が速かに現れる｡

Sild群 とSiP群 及びSiIiP群 との間には,6カ 月

間治療で好転率の差が認め られなくなる｡

Id群 の治療効果は他の各群殊に1十PZA群 又は.

SiId群 に比 して最も悪い｡

以上の事から,ITAH又 はIPを 連 日使用する併用療

法は速効的であり,INAHを 間歓的に使用したり,SM

を主体 とする治療法は遅効的であると考えられる｡

(11)昭 和31年 京都市内に発生せ る

赤痢菌の薬剤耐性に就 て

中沢昭三 一西村頼之

京都薬科大学微生物学教室

京 都 地 方 に 流 行 した 赤痢 菌 の 薬 剤 耐 性 に 関 して は,先

に 中 沢 等 に よ り昭 和26年 以 降5力 年 間 の 推 移 が 報 告 さ

れ た が,今 回 私 共 は本 年 京都 市 内 に 発 生 した赤 痢 菌 分 離

株 約50株 に 対 す る薬 剤 感 受性 を 調 べ,次 の結 果 を 得 た｡

1.Streptomycinに 対 して は50株 中46株 は 何 れ

も標 準 株 と同 一 感性 で あ り,2株 は未 だ 高 度(100

mcglcc)耐 性 株 で あ つ た｡

2♂Chlortetracyclineに 対 して は昨 年 の成 績 と比較

す る とや や 弱 い な が ら耐 性 株 が 増 加 した｡

3.Oxytetracyclineに 対 して は 全 株 標準 株 と 同 一・

感 受 性 を 示 した｡

4.Chloramphenicolに 対 して は 昨 年 同 様 に 以 上3

者 に 比 し最 も感 性 高 く,更 に 耐 性 株 の 出現 は 全 く

認 め られ なか つ た｡




